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研究成果の概要（和文）：本研究では、コミュニケーション・マネジメント、学習ストラテジ―、チーム・ワーク、ク
リティカル・シンキング、分析・統合能力、問題解決能力、企画力と達成能力、多様性対応能力の養成を満たす3段階
方式で少人数教育によるコースを開発した。電子化教材を端末に依存しない配信し、コンピュータ適応型の成果測定テ
ストを作成、インタラクティブウィジェット機能を追加し、英文読解過程のログの可視化を行った。異文化交流実践講
座と多地点のテレビ会議では、音声品質、伝送速度を測定し、著名研究者のオンデマンド講義を25コース開講した。

研究成果の概要（英文）：The model of Global Literacy Education includes Communication Management, 
Learning Strategies, Team Work, Critical Thinking, Synthesis Skills, Analytic Skills, Problem Solving, 
Project Management and Diversity Management. Global Literacy education is realized in the package of 
three-staged courses: English Tutorials, Critical Reading and Academic Writing (critical thinking, 
analytic skills, synthesis skills and problem solving skills), Discussion English Tutorials 
(communication management, learning strategies and problem solving sills) and Cross-Cultural Distance 
Learning course (project management skills, problem solving skills. project management skills and 
diversity management skills). All of these courses are based on Common European Framework of Reference 
for Languages (CEFR). Course Contents are digitalized and provided with automatic assessment of learning 
outcomes, along with interactive widgets and learner logs to assist instructors to give personalized 
feedbacks.

研究分野： 外国語教育
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１．研究開始当初の背景 
英語教育の指標には Common European 
Framework of Reference for Languages (CEFR)
を採用していくことが国内外で主流となっ
てきた。政府は日本企業の国際競争力を低下
させないための対策として、グローバル社会
で企業が求める人材像を「グローバル人材」
とし、グローバル人材の持つべき能力の整理、
具体化と、その育成のためにすべきことにつ
いて, 2012 年６月「グローバル人材育成戦略
（グローバル人材育成推進会議 審議まと
め）」として発表した。また、2013 年 12 月に、
文部科学省から「グローバル化に対応した英
語教育改革実施計画」が発表された。2016 年
度の学習指導要領改訂を受け、2018 年度から
新学習指導要領を先行的に実施し、2020 年 4
月から新学習指導要領による英語教育が全
面的に実施されるというスケジュールであ
る。この様な時代背景をうけて、大学での英
語授業を CEFR 準拠にしたグローバル人材育
成のモデル化を行い、検証していくことが最
重要になった。 
 
２．研究の目的 
言語教育の国際基準であるCommon European 
Framework of Reference for Languages(CEFR)
に準拠しながら、日本人話者の文化の壁を克
服し、国際社会でリーダーシップを発揮でき
るグローバル・リテラシー教育のモデル化と
教育成果自動判定の研究を行う。教育は 3 段
階で行われ、基盤教育の第 1 段階では、CEFR
の 6 レベルに対応したスピーキング能力
（English Tutorial）とライティング能力 
(Critical Reading and Academic Writing) の育
成を図り、第 2 段階では Discussion English 
Tutorial と Cross-Cultural Distance 
Learning(CCDL) 異文化交流実践講座を活用
する。第 3 段階ではオンデマンド講義を活用
しながら、専門分野を英語で発表・討議する
能力を養う。各レベルの一貫性と総合性を実
験データで吟味し、アジア主要大学との比較
を通じ、日本の大学英語教育に益する教育モ
デル及び教育成果自動判定や学習者に益す
るフィードバック自動生成システムを構築
する。 
 
３．研究の方法 
第 1 段階から第 3 段階までの授業を実践しな
がら、各段階で以下の実験を行った。 
（1）English Tutorials の成果測定を自動化す
るために、2007 年から行っている復習テスト
の項目を等化し、コンピュータ適応型のテス
トに切り替え、フィードバック機能を追加す
る実験を行った。2014 年度は Item Bank を充
実させるため、2000 年度に作成していた
English Skill Check Test の項目を追加・等価す
る実験を行った。Voice-Script Synchronizer 
(VSS)を活用し、スラシュ・リーディングや
対話練習をスマートフォンや PC で練習する
環境を制作した。英語口語テストを成果測定

テストに加えるために、収集した 8000 発話
に教師評価を付加し、本格的なアセスメント
システムの基礎を構築した。 
（2）2012 年に Critical Reading and Academic 
Writing（中級および上級クラス）向けの教材
を開発した。その学習効果を検討するため、
本科目における課題として学習者が提出し
た英作文を収集し、分析を行った。その際、
テキスト分析ツールである Coh-Metrix を用
いて各英作文から統計指標（11 カテゴリ;108
種類）を算出し、教員が付与した評価を予測
する変数を選定する試みを行った。まず、①
各項目と評価との間に相関係数を算出し，②
①の結果に基づき各カテゴリから 1 項目を選
定、③②の結果より選定した 11 項目を用い
た重回帰分析を行った。その結果、LSA 
overlap, adjacent paragraphs, mean, Coh-Metrix 
L2 Readability などを含む 6 項目により、約
39％の分散を説明できることがわかった, R 
= .626, R2 = .39。この結果は、各英作文の語数
の違いに関する配慮や、指標の分布に関する
配慮，さらには階層的なモデルの必要性など
を示唆するものであると同時に，今後
Coh-Metrix の指標を利用する可能性について
も示唆するものであった。また、学生の英文
レポートに見られる弱点を矯正するための
デジタル教材として，Interactive Widgets を作
成した。これらは，下記 4．研究成果で開発
した電子教科書に実装して提供する。 
（3）Discussion English Tutorials では、Reading
過程の解明のために開発した学習者ログの
収集プログラムを Moodle 上に実装し，実験
を行った。 
（4）第 3 段階でのオンデマンド講義は、世
界的に有名な学者の講義を録画した。伝送速
度と音声品質を測定した。 
 
４．研究成果 
2012 年度の目的は 6 種類あった。(1)Tutorial 
English 授業の口語英語力の自動判定テスト
の作成が目的で、談話完成タスクは 5 レベル
(初級、準中級、中級、準上級、上級)の問題
作成を完了した。オンラインデータ収集は初
級 2 万発話、準中級は 6000 発話で、台湾か
らも 70 人のデータを得た。Hidden Markov 
Model Toolkit(2006)を用い音声認識機を作成
した。(2)異文化交流授業の動機付けとソーシ
ャル・スキル調査により、授業内容の改善と
授業方法の改善が研究目的で、2011 年度 2012
年度、 2013 年度のデータを分析した。
(3)Critical Reading and Academic Writing の授
業教材の作成と e-Learning 要素の拡充、論説
文の採点評価基準の検討が研究目的であっ
た。授業教材は完成し、e-Learning 要素も拡
充し、レポートの採点評価基準の検討も行っ
た。(4)異文化交流授業の交流時の Time Lag
と帯域の調査及び学生の音質、画質の主観調
査が研究目的で、客観的な計測と主観調査を
遂行した。(5)Mobile 実験の継続及び電子教科
書と Mobile、PC の相互接続の探求が研究目



的で、Mobile 実験(単語学習)の継続及び電子
教科書と Mobile、PC の相互接続の実験も行
った。English Tutorial, CCDL, Critical Reading 
and Writing の教科書を用い、電子教科書を試
作した。(6)English Tutorial の 6 レベル中 5 レ
ベル(初級、準中級、中級、準上級、上級)の 6
課毎に行う復習テスト 3 回のデータ(35000 人
分)を 2007 年度から 5 年間蓄積したデータを
整理し、コンピュータ適応型のアチーブメン
トテストの作成を開始した。試作品の試行に
より、4 つのセクション毎にコンピュータ適
応型のアチーブメントテストを作成するこ
とになった。 

2013 年度、国際社会でリーダーシップを発
揮できるグローバル・リテラシー教育は 3 段
階で行われ、第 1 段階では、CEFR の 6 レベ
ルに対応したスピーキング能力（English 
Tutorial ）とライティング能力  (Critical 
Reading and Academic Writing :CRAW)の育成
を図り、第 2 段階では Discussion English 
Tutorial(DTE) と Cross-Cultural Distance 
Learning(CCDL) 講座を活用した。第 3 段階で
は専門分野を英語で発表・討議する能力を養
うことを目的とした。今年度は、English 
Tutorial での学習成果を測定するためのコン
ピュータ適応型テストを完成した。発話自動
採点テストでは、日本人および台湾人の英語
学習者からデータを収集し、話者適応の実験
を実施した。発話データの単語認識率を高め
るべく、評定者にとって聞き取り可能／不可
能な発話データを予測する実験を行った。発
話の基礎的な特徴量をもとにサポートベク
ターマシーンを用いた分類を行い、84%の精
度で予測できた。このフィルタを通過した発
話を用いて自動採点を試みたところ、判定の
精度が実際に運用できる段階であると判断
できた。また、音声とスクリプトが同期でき
る Voice-Script Synchronizer（VSS）を活用し、
電子教科書に学習支援の要素を追加した。
CRAW では、オンデマンド授業の理解を促進
するための Widget を開発し、エッセイの評価
項目について重回帰分析で検討できた。DTE
では Flipper を利用し、LMS やスマートフォ
ンから視聴できる教材を開発した。CCDL 講
座でも教材の電子化を試みた。専門科目を英
語で学習する最終段階の講座でも VSS を活
用し、iTunes U や Waseda Course Channel で配
信した。 

2014 度は、応答音声認識技術による発話デ
ータ自動判定の試みとして、今年度は 40 分
程度で学習者の能力値が推定可能なコンピ
ュータ適応型の発話テストの作成を目指し
た。また、受検者がマスターした Can-do と学
習不足の Can-do を踏まえたフィードバック
を行うことが環境を構築し、学習者支援を行
う。ライティング科目における教材開発の試
みとして、スマートフォンをはじめとする情
報通信端末で閲覧可能な電子教材を作成し、
この教材を利用した隙間学習の可能性につ
いて検討できた。同時に、クラウド環境上の

仮想化デスクトップによる e-learning の可能
性もさぐった。また、英作文を部分的に自動
評価する試みとして、言語学的知見に基づい
た指標を用いて学習者が書いた英作文の分
析を行った。 

2014 年度では CCDL 異文化交流実践科目
用の教材作成としては、上記と同様に電子教
材を作成し、その利用可能性について検討し
た。また、当該科目における学生の動機づけ
傾向を探るべく、24 年度からの時系列データ
を分析し、授業改善に資するようなフィード
バック方法について検討した。Discussion 
Tutorial English に関する研究では、過年度に
実施した調査結果を総括し、学習者がより学
習しやすいコンテンツ配信方法を探るべく、
調査を実施する。また、クラウド環境上の仮
想化デスクトップとの比較も行った。DTE で
は、学習者ログを収集し、学習過程の可視化
に成功した。ET の成果測定テストの Item 
Bank を増強するために English Skill Check 
Test の問題 1340 問を追加し、3087 名の学生
の解答を得、等化実験を行った。その結果、
2015 年度から項目応答理論に基づいた適応
型テストが実践に使用される目途がついた。 
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